
 

第７ 章 区域指定 

 

１  区域指定 

 

  昭和 45 年 12 月 28 日に 行っ た 都市計画区域を 市街化区域と 市街化調整区域に 区分する 区

域区分（ 線引き ） によ り 市街化調整区域と さ れた 既存集落６ 地区（ 稀府・ 黄金・ 館山下・ 館

山・ 末永・ 長和） の中で 、 区域区分時点におい て 宅地の形状を し て いた 区域に つい て は、 昭

和 50 年７ 月 28 日から 市街化調整区域の建築物の建築規制を 緩和し て い ま し た 。 し かし 、 平

成 13 年５ 月 18 日の都市計画法改正によ り こ の緩和制度が廃止と な っ た こ と から 、 こ の制度

に 代わっ て 、 北海道が定める 都市計画法施行条例に よ る 新た な 区域指定の制度が定めら れま

し た 。  

 な お、 令和４ 年４ 月に施行さ れた 都市計画法の一部改正によ り 、 災害リ ス ク の高い エ リ ア

（ 本市で は土砂災害特別警戒区域、 急傾斜地崩壊危険区域が該当し ま す） を 指定区域から 除

く 変更を し て い ま す。  

 
 

地区の名称 面 積 

稀府地区 21. 7ha 

黄金地区（ イ ）  10. 6ha 

黄金地区（ ロ ）  11. 9ha 

館山下地区 6. 7ha 

館山地区 8. 5ha 

末永地区（ イ ）  3. 0ha 

末永地区（ ロ ）  4. 2ha 

長和地区 5. 6ha 
 

 

 区域指定さ れた 区域内の土地に ついて は、 道道や市道等の建築基準法に定めら れた 道路に

２ メ ート ル以上接道し て い る こ と を 要件と し て 、 第二種低層住居専用地域内に 建築で き る 建

築物（ 住宅、 兼用住宅、 共同住宅、 床面積の合計が 150 平方メ ート ル以内の店舗・ 飲食店

等） を 開発許可を 受けて 建設する こ と がで き る よ う に な り ま す。  

 ま た 、 稀府地区や黄金地区、 館山地区の一部の区域にお いて は、 国道 37 号の中心から 50

メ ート ルの範囲に ついて は、 沿道サービ ス 業務系の土地利用がで き る よ う 、 第一種住居地域

内に 建築で き る 建築物（ 住宅、 兼用住宅、 共同住宅、 床面積の合計が 3, 000 平方メ ート ル以

下の店舗・ 飲食店・ ホ テ ル・ 旅館等） を 開発許可を 受けて 建設する こ と がで き る よ う にな り

ま す。 ど の区域も 建蔽率の限度は 60％、 容積率の限度は 200％で す。  

 な お、 区域指定さ れた 区域内は、 市街化調整区域のた め都市計画法に 基づく 開発行為又は

建築許可等が必要で す。  
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